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１ 光ソーラーCITY プロジェクト 

（１）省エネ生活普及促進事業   予算額 10,000 千円 

（STOP 地球温暖化プロジェクトの省エネルギー設備補助金を含む）

   家庭における自然エネルギーの利用促進を図ることで地球環境への負荷

を低減し、併せて地域経済への波及効果を促すため、市内において住宅用

太陽光発電システムの設置費を助成する。

   平成２８年度は、STOP 地球温暖化プロジェクトの省エネルギー対象設備

の一部と同時導入については、インセンティブ助成を設ける。詳細は後述

を参照。

 【補助の概要】

平成 28 年度

※出力 10kW 未満のシステムに限る

補助単価 上限額

市内業者 20,000 円／kW 100,000 円（5kW）

市外業者 15,000 円／kW 75,000 円（5kW）

【適用実績】                      ※平成 27 年度は見込み数値

年 度
実 績（件）

出力合計（kW） 出力平均（kW）
新築 既築 合計

平成 21 年度 18 62 80 302.55 3.78

平成 22 年度 44 102 146 595.60 4.08

平成 23 年度 54 105 159 677.49 4.26

平成 24 年度 26 78 104 464.71 4.47

平成 25 年度 34 70 104 546.66 5.25

平成 26 年度 32 42 74 333.21 4.50

平成 27 年度 19 47 66 342.60 5.19

合計 227 506 733 3262.82 4.50

全国的に日照時間がトップクラスという地域特性を活かし、クリーンで安全なエネル

ギーの創出や活用を推進します。特に、「光」の名のごとく、光輝くまちのシンボルと

して、太陽光発電の取組みの市域全体への拡大を目指します。
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（２）公共施設太陽光発電システム設置事業【充実】  予算額 29,100 千円

（予算は総務費に計上） 

 太陽光エネルギーの導入を進めるため、地域づくり支援センターに、１０

kW の太陽光発電システムを設置する。

【公共施設への太陽光発電導入実績】

施設名 担当課
設置

（竣工）
最大出力

周防の森ロッジ 文化・生涯学習課 H11.3 10kW 

あいぱーく光 福祉総務課 H13.3 10kW 

塩田小学校 教育総務課 H23.2 20kW 

束荷小学校 教育総務課 H23.2 20kW 

光井中学校 教育総務課 H23.2 40kW 

浅江中学校 教育総務課 H23.2 40kW 

光地区消防本部 光地区消防組合 H15.3 10kW 

えこぱーく 周南東部環境施設組合 H20.2 20kW 

学校給食センター 学校給食センター H27.2 30kW 

室積コミュニティーセンター 地域づくり推進課 H28.3 10kW 

農業振興拠点施設「里の厨」 農業耕地課 H28.1 10kW 
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２ STOP 地球温暖化プロジェクト 

（１）省エネ生活普及促進事業【見直し】 予算額 10,000 千円

（光ソーラーCITY プロジェクトの太陽光発電補助金を含む）

家庭における省エネルギー化の促進を図ることで地球環境への負荷を低

減し、併せて地域経済への波及効果を促すため、市内において省エネルギー

製品の設置費を助成する。

平成２８年度は、補助対象設備の追加、利用制限の緩和やセットプランの

導入を行い、利便性やインセンティブ効果等を加味した制度として再構築す

る。

【対象となる省エネルギー設備】

旧制度（～Ｈ26 年度） 旧制度（Ｈ27 年度） 新制度（Ｈ28 年度～） 要件

太陽熱利用システム 太陽熱利用システム 太陽熱利用システム
既存家屋・

市内業者

潜熱回収型ガス給湯器

（エコジョーズ）

潜熱回収型石油給湯器

（エコフィール）

自然冷媒ヒートポンプ給湯器

（エコキュート）

家庭用ガスコージェネレーシ

ョンシステム（エコウィル）

家庭用燃料電池コージェネレ

ーションシステム

（エネファーム）

家庭用燃料電池コージェネレ

ーションシステム

（エネファーム）

家庭用燃料電池コージェネレ

ーションシステム

（エネファーム）

新築既存家屋・

市外業者可

複層ガラス・二重サッシ 複層ガラス・二重サッシ 複層ガラス・二重サッシ
既存家屋・

市内業者

定置用リチウムイオン蓄電池 定置用リチウムイオン蓄電池
新築既存家屋・

市外業者可

ペレットストーブ 木質バイオマスストーブ 木質バイオマスストーブ
新築既存家屋・

市外業者可

地球温暖化の主な原因である二酸化炭素などの温室効果ガス排出を抑制するため、

省エネルギー化を推進します。

また、今後、地球規模の環境問題を市民一人ひとりが自分の問題として捉えるとと

もに、各主体が連携・協働し、地球規模の環境保全活動を推進するための体制、環境

保全に向けた取組みへの理解など、人の輪を広げ、地球にやさしい行動をしていくた

めの事業や取組みを展開します。
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LED 照明設備 LED 照明設備 LED 照明設備
既存家屋・

市内業者

ホームエネルギーマネジメン

トシステム（ＨＥＭＳ）

新築既存家屋・

市外業者可

地中熱利用空調器
新築既存家屋・

市外業者可

【適用実績】                     ※平成 27 年度は見込み数値

年
度

創・蓄 その他 給湯 合
計

蓄
電
池

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム

複
層
ガ
ラ
ス
・
二
重

サ
ッ
シ

木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ス
ト
ー
ブ

照
明
設
備

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

エ
コ
フ
ィ
ー
ル

エ
コ
キ
ュ
ー
ト

エ
コ
ウ
ィ
ル

24 1 9 16 0 36 54 9 23 0 148

25 0 1 16 0 190 39 3 31 0 280

26 0 10 12 0 169 17 0 50 0 258

27 8 6 2 18 3 132 169

【要件の緩和】

旧制度（～Ｈ27 年度） 新制度（Ｈ28 年度～）

1 住宅につき、1 回助成を受けることができる 1 対象製品につき、1 回助成を受けることができる

【セットプランの導入】

スマートハウスプラン 加算額 要件 

太陽光発電・定置用リチウムイオン蓄電池・エネファーム・ホームエネル

ギーマネジメントシステム（ＨＥＭＳ）の内、３点以上をこれから導入す

る 

※既に太陽光発電又はエネファームが稼働している場合、上記設備２点以

上の導入とする 

70,000 円
新築既存家屋・

市外業者可

（２）防犯灯ＬＥＤ化事業【新規】  予算額 9,115 千円（予算は総務費に計上） 

   環境にやさしく、より明るい安全・安心なまちづくりを推進するため、  

平成２８年度は、補助制度を活用した一括リース方式により、市内防犯灯

の一斉ＬＥＤ化に取り組む。 

  ○防犯灯数４,９４８灯、うち既ＬＥＤ化防犯灯数６２２灯 

L
E
D
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（３）省エネルギー運動推進事業【充実】  予算額 0 円（光市地球温暖化対

策地域協議会予算で実施予定） 

   温室効果ガスの削減や環境問題に対する意識の醸成などのエコライフを

促進するため、１２月の第３日曜日を「エコマルチャレンジデー」とし、

光市地球温暖化対策地域協議会と協働で、市民に省資源、省エネルギーの

一斉行動を呼び掛ける。

   平成２８年度は、各家庭における電気使用量等の削減率を競う「省エネ

活動キャンペーン」の充実や、「エコマルチャレンジデー」に合わせた市営

バスの無料運行を継続実施し、「ノーマイカー運動」を推進する。

（４）電気自動車普及促進事業【見直し】   予算額 1,001 千円 

地球温暖化防止に寄与する電気自動車の普及や中山間地域の活性化を目

的に、平成２６年９月から光市農業振興拠点施設「里の厨」に設置した電

気自動車用急速充電器の利用実態や給電に係るニーズなどを踏まえ、有料

化へ移行するとともに、利用時間を延長し、利便性の向上を図る。

【利用料金】

 ●ＮＣＳカードを利用する場合

専用の会員カード（上記の「チャージスルゾウ」のロゴマークが表示されているも

の）を認証機にかざして利用できる。料金はカードプランによって異なる。

●ＮＣＳカードを利用しない場合

携帯電話等からエコＱ電にアクセスし、クレジットカード決裁手続きを経て利用で

きる。利用料金は１回あたり５４０円（税込）。

【利用時間】

  ９時から２１時とする。ただし、施設の休館日（月曜日（祝日の場合はその翌日）

及び年末年始）は利用できない。

  ※現在の利用時間 ９時から１８時（１０月から３月は１７時まで）

左ロゴ：急速充電（ピンク色）

右ロゴ：急速充電、普通充電共通ロゴ
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（５）エコスタイルセミナー【新規】  予算額 10 千円 

   講演会や見学会を通して、環境問題に関する知識や理解を深める場を提

供するため、光市温暖化対策地域協議会と協働で、市民を対象としたセミ

ナーを開催する。

（６）ごみの行方＆エネルギーの始まり見学ツアー  予算額 318 千円 

   環境問題に関心を持つ市内の団体等を対象に、ごみ処理施設や再生可能

エネルギー施設の多様な環境関連施設の見学機会を提供し、資源循環や低

炭素など環境問題を複合的な視点から考察できるツアーを開催する。
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３ 人と自然のハーモニープロジェクト 

（１）日本の森・滝・渚全国協議会総会及び関連事業   予算額 30 千円

  ７９団体が加入する「日本の森・滝・渚全国協議会」の活動を通じて、自

然敬愛の精神を広く全国に発信するとともに、まちぐるみで、本市の自然環

境の重要性や「自然との共生」のあり方を見つめ直す契機とする。

  平成２８年度は、協議会総会や自然敬愛サミットを岩手県宮古市で開催す

るほか、岩手県陸前高田市の「高田松原」の再生を目的に、平成２６年度か

ら会員４団体（宮城県蔵王町、千葉県鴨川市、千葉県横芝光町、光市）で開

始したクロマツの育苗事業を継続して行う。

【日本の森・滝・渚全国協議会の概要】

●趣旨 資源の効果的な活用と地域相互の連携を通じて、地域の活性化や知名度向

上に取り組むとともに、自然敬愛に基づき、郷土を愛する心を育み、心豊

かな人づくり、自然と共生する潤いのあるふるさとづくり、国づくりを推

進し、日本の豊かな自然を守り後世に伝える。

●経緯 森林浴の森全国協議会、日本の滝全国協議会及び日本の渚全国協議会の統

合により、平成１９年に発足

●会員 平成２８年２月末現在で７９団体

（森林浴２６、滝３９、渚３７ ※重複加入あり）

（２）ひかりエコフェスタ開催支援事業 予算額 200 千円

市民団体や企業の環境問題への取り組みについて、広く市民に紹介すると

ともに、子供達が楽しみながら環境問題について学ぶ場を提供し、地球温暖

化をはじめとする様々な環境問題に対する市民意識の高揚を図るため、ひか

りエコフェスタ実行委員会による「ひかりエコフェスタ２０１６」の開催を

支援する。

自然と人の営みの共生を目指す「自然敬愛都市」として、かけがえのない故郷の自

然を次世代に継承するため、市民・事業者・市が協働で、森や山、川、海などの自然

環境の保全、創造、再生を推進するとともに、自然と人のふれあいの場の確保に努め

るなど、自然に対する保全意識の高揚を図ります。

また、清らかでおいしい水、さわやかな空気を感じられる健康で住みよい生活環境

づくりに努めます。
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（３）環境学習推進事業  予算額 153 千円

   子どもたちに自然とふれあう機会を提供し、自然を大切にする心を育む

ため、小学校の総合学習の時間等に講師を派遣し、自然環境や温暖化に関

する学習を支援する。

また、島田川におけるフィールド体験を中心とした環境学習として、市民

団体と協働で「ひかりエコ自然塾」を開催する。

 【講師派遣（人）及び開催実績（回）】         ※平成 27 年度は見込み数

年 度

環境学習の分野
ひかり

エコ自然塾鳥類 植物 魚類
地 球

温暖化
合計

平成２１年度 ０ １ １ ― ２ １

平成２２年度 ０ ０ １ ― １ ３

平成２３年度 １ ０ １ ― ２ ３

平成２４年度 ２ ０ ０ ― ２ ２

平成２５年度 １ ０ ０ ４ ５ １

平成２６年度 １ ０ ０ ２ ３ ２

平成２７年度 ０ ０ ０ ４ ４ ２

（４）アルゼンチンアリ対策事業 予算額 456 千円

平成２４年度から室積東ノ庄を中心に防除区域を定めてモニタリング調

査及び一斉防除作業を実施してきたが、生息数の減少が確認できない地域も

あることから、平成２８年度も継続的な対策を進め、アルゼンチンアリの拡

散防止に努める。



9 

 ４ ＭＯＴＴＡＩＮＡＩプロジェクト 

（１）生ごみリサイクル促進事業 予算額 910 千円

   家庭から排出される生ごみの減量化を進めるため、家庭用生ごみ処理機

等購入費助成制度や、段ボールコンポストの副産物として発生した堆肥を

光市農業振興拠点施設「里の厨」の商品券と交換する制度を継続する。

【補助実績（件）】                ※平成 27 年度は 2 月までの実績

年 度

補助件数

合計電動生ごみ

処理機

コンポスト容器 段ボール

コンポスト

平成２１年度 ３３ ２６ １８６ ２４５

平成２２年度 ２８ ６ ３６５ ３９９

平成２３年度 １３ １４ １９６ ２２３

平成２４年度 １３ ７ １２９ １４９

平成２５年度 １６ ３ ９１ １１０

平成２６年度 １５ ６ ８０ １０１

平成２７年度 １３ ５ ５８ ７６

（２）リサイクル推進事業【充実】   予算額 2,640 千円 

   再生可能であるにもかかわらず、その多くが焼却処分されている「紙製

容器包装類」などの「雑がみ」の再資源化を促すために、資源回収奨励金

の内容について「紙製容器包装類３円」であったものを「雑がみ類５円」

に拡充し、再資源化の促進と可燃ごみの減量化につなげる。

（３）ごみダイエット促進キャンペーン 予算額 303 千円

ごみの減量化やリサイクル促進をテーマに、育児用品や子ども用品に特化

したリユース事業など不用品交換システムの充実を図るとともに、イベント

等を活用した啓発活動を推進する。

また、世代に応じた環境学習として、中学生や小学４年生、保育園児・幼

無駄を出さない、物を使い切るなど、全ての物を大切にする「もったいない」とい

う日本古来の文化を継承し、資源とごみの分別意識を高めながら、ごみの発生抑制、

再使用、再資源化というサイクルを徹底するとともに、環境にやさしいライフスタイ

ルの普及を図ります。
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稚園児を対象とした体験型の環境学習をはじめ、自治会や各種団体などを対

象とした出前講座や廃棄物処理施設を巡るツアーなどを継続的に実施する。

【リユースネット利用実績】

●譲ります                   平成 27 年度は 2 月までの実績

平 成

23 年度

平 成

24 年度

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

リユース

ネット

リユース

キッズ

リユース

ネット

リユース

キッズ

リユース

ネット

リユース

キッズ

登 録 101 件 72 件 115 件 107 件 112 件 112 件 105 件 114 件

成 立 70 件 47 件 85 件 90 件 92 件 102 件 55 件 104 件

成立率 69.3％ 65.3％ 73.9％ 84.1％ 82.1％ 91.0％ 52.4％ 91.2％

●譲ってください               

平 成

23 年度

平 成

24 年度

平成 25 年度

（リユースネット）

平成 26 年度

（リユースネット）

平成 27 年度

（リユースネット）

登 録 60 件 30 件 48 件 104 件 86 件

成 立 22 件 10 件 14 件 40 件 23 件

成立率 36.7％ 33.3％ 29.2％ 38.5％ 26.7％

【環境学習参加者数】         ※3 月末までの実績見込み

実施校・団体 参加人数

中学校 5 校（9 回） 1,551 人

小学校 12 校 466 人

幼稚園・保育園 10 園 347 人（保護者含む）

出前講座 12 団体 326 人

【ごみの行方見学ツアー参加者数】        ※3 月末までの実績見込み

実施回数 参加人数

平成 20 年度 9 回 196 人

平成 21 年度 4 回 90 人

平成 22 年度 6 回 84 人

平成 23 年度 16 回 309 人

平成 24 年度 14 回 268 人

平成 25 年度 14 回 225 人

平成 26 年度 13 回 255 人

平成 27 年度 10 回 184 人

※平成 27 年度から再生可能

エネルギー施設見学含む
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（４）第２次光市一般廃棄物処理基本計画策定事業【新規】 予算額 1,139 千円

市では「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、「一般廃棄物処

理基本計画」を策定し、ごみの適正な処理を進めるための基本事項を定めて

いる。 

現行の計画が平成２８年度に目標年度を迎えるため、廃棄物減量等推進

審議会において協議した後、平成２９年度から３８年度までを計画期間とす

る第２次計画を策定し、計画的なごみ処理対策を進める。 

５ まち美化パートナーシッププロジェクト

（１）犬の飼い方教室開催事業 予算額 16 千円

   適正な犬の飼育方法について広く理解を深めてもらうとともに、散歩時

における糞の後始末等のマナー意識の向上を図るため、「動物の飼い方マナ

ーアップ強化期間（９月～１０月）」に合わせて、犬の飼い方を学ぶための

講座を開催する。

【開催実績】

年 度 会 場 参加者数

平成２０年度 三島公民館、大和公民館 ４３人

平成２１年度 島田公民館、室積公民館 ５１人

平成２２年度 光井公民館、周防公民館 ３１人

平成２３年度 浅江公民館 ２５人

平成２４年度 島田公民館 ２５人

平成２５年度 島田公民館 １３人

平成２６年度 島田公民館 ２０人

平成２７年度 市民ホール前庭 ４５人

自助・互助・共助・公助の調和を基本とした連携と協働により、道路、公園等の花

や街路樹の整備や清掃活動等を行い、清潔で美しいまちづくりによる地域環境力を高

めるとともに、自然環境の保全と再生に向けた、自覚と意識の醸成に努めます。


